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第 73 回北海道社会学会大会について 

2025 年学会大会（第 73 回）は、以下の予定で開
催します（開催校担当は西浦功会員）。 
・開催日：2025 年 6 月 21 日（土） 
・開催校：札幌大谷大学 
・開催方法：ハイブリッド形式で検討中 
 大会プログラム等の詳細は、ニュース次号（5 月
下旬発行予定）に掲載します。 
 
シンポジウムについて 

 今回は、以下のテーマで行います。 
テーマ：「再考：現代日本の社会の心― 日本社会の
次の 10 年を見通す ―（仮）」 

趣旨説明：西浦功会員（札幌大谷大学） 
司会：遠山景広会員（札幌大谷大学・札幌大谷大学

短期大学部） 
シンポジスト：前田忠彦氏（統計数理研究所／デー

タサイエンス共同利用基盤施設） 
清水香基会員（北海道大学） 

コメンテーター：平澤和司会員（北海道大学） 
 
一般報告の申し込みと報告要旨後出について 

一般報告をご希望の方は、下記の要領に従って、
（1）報告の申し込みと（2）報告要旨の提出をお願
いいたします。 
 
（1）一般報告の申し込み 

①本学会ホームページの【大会案内】にある「報告
申し込みフォーム」（https://forms.gle/sdR1GpM
Dgw1Prehh9）から、必要事項をご記載のうえ、お
申し込みください。 

 
②フォームにご記載いたただいた内容が正しく送
信されると、申し込み内容のコピーが自動で返信
されますので、かならずご確認ください。返信メー
ルが届かない場合は、お手数ですが研究活動委員

長（西浦功、isao_nishiura@sapporo-otani.ac.jp）ま
でご連絡ください。 

 
③申し込み期限は 2025 年 4 月 28 日（月）17:00（期
限厳守）とします。2025 年 4 月 26 日（土）まで
に 2024 年度（2024 年 5 月請求）までの会費を、
かならず郵便振替によって完納してください。完
納されていない場合は報告できません。 

 
（2）一般報告・シンポジウム報告要旨の提出 

①報告要旨は PDF 形式で作成し、提出用ドライブ
にご提出ください。報告要旨の提出用ドライブリ
ンクは、後ほど、メールにてお知らせいたします。 

 
②報告要旨原稿のファイル名は「一般報告要旨／シ
ンポジウム報告要旨 ○○.pdf」（○○は報告代表
者の氏名）としてください。なお、タイトルや報告
者は、報告申し込み時と完全に一致させてくださ
い。この段階での変更はできません。 

 
③書式は、A4 版 1 頁 40 字×40 行を 2 頁までとし
ます。1 枚目は上 7 行に、報告のタイトル＜14 ポ
イント＞（必要に応じて副題＜12 ポイント＞）、所
属と氏名＜12 ポイント＞を記入して下さい。 本
文は＜10.5 ポイント＞でお願いします。文字フォ
ントは、和文は MS 明朝、欧文は century を使用
し、ページ設定における余白は、上 25 ミリ、下 25
ミリ、左 25 ミリ、右 25 ミリにしてください。な
お、報告要旨のフォーマット（Word 形式）は本学
会ホームページの【大会案内】よりダウンロードで
きます。 

 
④報告要旨の提出期限は 2025 年 5 月 30 日（金）
17:00（期限厳守）とします。 

 
 

https://forms.gle/sdR1GpMDgw1Prehh9
https://forms.gle/sdR1GpMDgw1Prehh9
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[お願い]  
① 報告の申し込み、報告要旨の提出は期限を厳守

してください。例年遅れる方がいらっしゃいま
すが、学会の方針として、理由の如何を問わず、
遅れた場合はいっさい報告できないことにな
っております。 

② 報告資格があるかどうかも、規程に従って例外
なく対応させていただきます。早めに会費の完
納等をお願いいたします。 

③ 担当者に直接申し出る・手渡しするなど、上記
の方法以外での申し込みや提出はできません。 

 

2024 年度第 2 回理事会報告 

 日時：2025 年 02 月 19 日（火）18：00～18：45 
 方法：オンライン（リアルタイム） 
 出席者：高田会長、原・角・駒川・西浦・西脇・

上山各理事、大國庶務委員 
 
１．編集委員会（上山委員長） 

1)『現代社会学研究』第 38号の進捗状況 

・自由投稿論文：11本 

・シンポジウム特集論文：3本 

・書評（含：リプライ）：3本 

2)執筆要領の改訂 

・要領の改訂とそれにあわせた投稿申込書の変更
を検討している 

3)電子媒体化の寄託・販売先にアナウンスについ
て 

4) 第 39号（2026年 6月発行予定）の特集論文に
ついて 

 

２．研究活動委員会（西浦委員長） 

1）2025年学会大会（第 73回）について 

・開催校：札幌大谷大学（西浦功会員） 

 ・開催日：2025年 6月 21日（土）（予定） 

・開催方式：ハイブリッド形式で検討中 

・参加費：2000円で検討中 

・シンポジウムのテーマ（仮）： 

 「再考：現代日本の社会の心 

 ――日本社会の次の 10年を見通す――」 

・詳細は、上記「シンポジウムについて」を参照 

  

３．会計（駒川会計理事） 

会費納入状況と予算執行状況について報告があ
った 

 

４．庶務（上山庶務理事） 

1）会員異動（12/13～2/19） 

・新入会員：0名、退会会員：1名 

2）会費減免制度申請状況（2024年度） 

・A区分 1名 

・B区分 2名（累計で 7名） 

3）研究奨励金（10月末日締切）について 

・今後のあり方として、応募条件の緩和（例：論
文投稿を条件としない）と支給金額の減額の方
向性を確認した 

4）外部委託見積もりの検討 
・事務局業務の外部委託先を検討している 

5) 電子ジャーナル化に伴う事務的な手続きの洗
い出し 

 

５．選挙管理委員会について 

 1）構成とスケジュールについて 

 ・確認がなされた 

 

６．その他 

 1）次回理事会について 

  6月 21日（土）大会開催校で行う 

 

会員異動（2025 年 03 月 24日まで） 

《入会》（届出順、敬称略） 
 略 
《退会》（届出順、敬称略） 
略 

 
会費の納入について 

2024 年度会費 or 過年度分会費で未納がある会
員はすみやかに振り込み手続きをお願いします。 
会費を 5 年間滞納されると、自然退会の扱いと

なります。ご注意ください。 
［郵便振替口座 02760-3-3085 北海道社会学会］ 
年会費  一般会員     6,000 円 

学生・院生会員  4,000 円 
 

 
【重要/周知】会費減免制度について 

 2023 年度より、学会費減免制度が導入されてい
ます。 

http://www.hsa-sociology.org/kaihigenmen.pdf 
 以下の会員が対象です。是非ご活用ください。 
・「大学院を修了または退学後、常勤職にない会員」 
・「定年退職後、定職をもたない会員」 
 
 なお、申請年度の 4 月末日が、該当年度の申請
期限となりますので、ご注意ください。 
 
会員情報の更新について 

住所や所属が変更になったときは、遅滞なくメー
ルで学会事務局（hsa.sociology@gmail.com）までお
知らせください。その際、E-mail アドレスもお忘れ
なくご登録ください。ご協力をお願いいたします。 
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【再掲】『現代社会学研究』電子媒体のみに 

 ニュースレター137・138 号での意見募集などを
行いました「現代社会学研究』電子媒体一本化で
すが、ニュースレター140 号で報告しましたよう
に、第 72 回総会で承認されました。 

 
・2025 年度発行予定の第 38 号から、紙媒体で
の発行を止め電子媒体のみの発行とします。 
・J-STAGE への例年の掲載時期は大会開催と同
時期とします。 

 
【再掲】学生会員が半額に 

 上記、電子媒体化に伴う会員への相補として、
学生会費を半額にします。 
 
 ・令和 7 年 4 月 1 日から、学生会費は年額 4000
円から 2000 円に減額します。 

 
【再掲・依頼】『現代社会学研究』電子媒体のみに、

に伴う事務手続きについての情報提供 

 上記、電子媒体化にともなって事務的な手続き
が必要になります。現時点で、理事会が理解して
いるのは、以下です。 
  
・ISSN の登録

https://www.ndl.go.jp/jp/help/issn.html 
・国立国会図書館への学協会刊行物の納入 

https://www.ndl.go.jp/jp/collect/tech/society/i
ndex.html 

 
もし、他学会などで電子媒体化のみに伴う事務手

続きなどを経験し、その他に必要な手続きなど事情
に詳しい方がいましたら、その内容等を学会事務局
（hsa.sociology@gmail.com）までご教授いただける
と嬉しいです。現理事会でも、継続的に情報収集を
行っていきますが、よろしくお願いします。 
 
 


